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１．概要（Summary） 
超伝導転移端センサ（Transition Edge Sensor, TES）

は、金属薄膜を超伝導と常伝導の転移端に保持し、そ

の微弱な温度上昇を相転移に伴いう急激な抵抗値変

化として検出する、いわば超高感度な温度計である。

これによって、X 線やガンマ線といった放射線から、

近赤外領域の単一光子のような非常に微弱な信号ま

で高いエネルギー分解能で計測することが可能とな

る。特に近年では光量子情報処理で求められる光子数

識別器の実現を目指し、近赤外光子を光子数弁別する

ことのできる極小 TES の開発を行っている。我々は特

に、低い超伝導転移温度を有し高いエネルギー分解能

を達成しうるイリジウムに着目し、これを用いて TES

型単一光子検出器の開発を進めた。同様に、TES 型の

ガンマ線検出器や粒子線検出器の開発を実施した。本

課題では、微細加工プラットフォーム設備、おもに東

京大学の武田スーパークリーンルーム内の装置を利

用して開発を行った。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
マニュアルウエッジボンダー、高精細電子顕微鏡、クリー

ンドラフト潤沢超純水付、形状・膜厚・電気評価装置群 
【実験方法】 

TES は、シリコンウェハ上にレジストを塗布し、マ

スクアライナーによって TES や電極構造のパターン

を露光して、Ir を 20 nm 程度スパッタ後、リフトオ

フすることによって作製している。今年度は光ファイ

バとTESのアライメント精度を向上させてTESへの

入射効率を改善し、光応答の測定を行った。この際の

検出器実装にはウェッジボンダー等の設備を活用し

た。 

 

Fig. Ir-TES for NIR single photon detection 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
開発を実施している 10 μm角の光TESによって、複数

光子を識別できる光子数識別測定に成功した。今後はア

ライメント精度のさらなる向上による検出効率の向上、およ

び測定系改善によるエネルギー分解能向上を目指す。 
 

４．その他・特記事項（Others） 
本研究は、CREST「極限コヒーレント光通信のための
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ステム化法の研究」、および科研費特別推進研究

18H05207 のサポートにより行われた。 
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